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Druginformationsupplyingsystembyusingcomputer（ACOS-630modellO：NEC）ｎａｍｅｄ 

``On-1ineHospitalFormularySystem,,wasnewlydevelopedirJKanazawaUniversityHospital・

Thespecialfeaturesofthissystemａｒｅｌ）consistingoftwotypesofdatafiles，２）threeways 

ofretrievalincludingouroriginaltherapeuticcoderetrieval，３）easyoperation，ａｎｄ４）short 

timerequiredformaintenanceofdatafiles・

Ｔｈｅｔｗｏｔｙｐｅｓｏｆｄａｔａｆｉｌｅｓａｒｅｌ）basicinforlnation（e９．，dosageforms，adverseeffects， 

precautionsforadministration）abouttheavailabledrugsinourhospitaland2）theusefuliL 

formationforeffectivedrugtherapymadeupbypharmacystaffs・Bothdatafilesareavailable

toallmedicalandnursingstaffsviacomputerterminalslocatedineachnursingstationand 

medicaloffice，Ｔｈｅｍａｉｎｔｅｎａｎｃｅｏｆｔｈｉｓｓｙｓｔｅｍｉｓｗｅllperformedbypharmacystaffs、Data

inputanddatafilemaintenancｅａｒｅｐｅｒｆｏｒｍｅｄｂｙｏｎ－ｌｉｎｅｗｏｒｄｐｒｏｃessingsoftwaresystem，ａｎｄ 

ｔｉｍｅｒｅｑｕｉｒｅｄｆｏｒｔｈｅｍｉｓａｂｏｕｔｓｉｘｈｏｕｒｓｐｅｒｍｏｎｔｈ． 
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た情報が利用者に確実に伝達できるという２つの条件を

満たす必要がある')．

医薬品集には院内申し合わせ事項など各病院独自の項

目が含まれており，人事異動の多い大学病院では特にそ

の利用価値は高い．しかしながら，医薬品集を改訂する

過程では多くの業務量と経費を必要とするため，毎年改

訂が行われている大学病院は１０％に満たず2)，本院でＩＤ

隔年毎の改訂が行われている．各改訂間の情報について

は，通常，医薬品情報室からの定期的なニュース・レタ

ー等を通して提供されているが，それらの``最新情報'，

が院内の医師や看護婦に十分に伝達されているとはいい

難い．

そこで，１年おきにブック型医薬品集と追補版を交互

に発行し，毎月ニュース・レターで情報追加を行ってい

はじめに

院内で使用されるすべての医薬品に関する基本情報源

として，多くの施設でブック形式の“病院医薬品集

(HospitalFormulary)',が編集・発行されている．こ

の病院医薬品集（以下，医薬品集）は，①発行が定期的

(毎年）に行われること，②各改訂間に追加・変更され

＊金沢市宝町13-1；13-1,Takara-machi，Kanaza-

wa-shi，Ishikawa，９２０Japan 

本報は，昭和62年度国立大学附属病院医療情報処

理部門連絡会議・医療'情報システムシンポジウム

（千葉，1988年１月），第８回医療情報学連合大会

（東京，1988年12月），昭和63年度国立大学附属病院

医療情報処理部門連絡会議・医療情報システムシン

ポジウム（大阪，1989年１月）で報告．
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る本院の現行の医薬品集システムを改善するため，すで

に導入されている大型コンピュータの端末から“最新の

医薬品集，，を絶えず提供できるシステム（オンライン医

薬品集システム）を開発した．開発にあたり，以下の３

点を主な目的とした．すなわち，①リアルタイムで情報

を提供する，②データファイルのメンテナンスが容易で

ある，③操作方法が簡単であることの３点であり，将来

は情報量と検索機能に優れた「医薬品情報データベース

（医療情報システム開発センター)」との併用の可能性
を残した．

ム利用状況を追跡している．

２．提供できる情報

本システムで提供できる２種類の情報を表Iに示し

た．表１の情報Ａは院内で使用可能な全医薬品の基本情

報で，その情報項目は本院に勤務する医師を対象とした

アンケート（1986年４月実施）結果を参考にして決定し

た．情報Ａは，現在発行している医薬品集の情報に，副

作用と使用上の注意の情報が拡大・追加された内容にな

っている．また，薬物療法上，有用であると思われる情

報を「薬剤部からのお知らせ」として薬剤部で作成し提

供しているものを表１の情報Ｂに示した．

これら２種類のデータファイルは，名称ファイルと情

報ファイルから構成される．図１，２に，塩酸プロプラ

ノロールの例を示した．名称ファイル・メンテナンス画

面（図１）は１画面，また情報ファイル・メンテナンス

画面（図２）は30字／行×８行を１画面とする４画面か

ら構成されている．なお，これらのデータファイルは，

本システム専用のものである．

３．システムのメンテナンス

ファイルのメンテナンスは，オンラインにより２名の

薬剤師が行っている．データ入力はワープロ形式で行

い，入力の手間を軽減するためにアレンジ登録（コピー

機能）を活用している．

データファイルのメンテナンス業務のうち，①新規採

用薬品（試用医薬品を含む）の基本情報，②薬事委員会

決定事項の通知，③厚生省「医薬品副作用情報」ダイジ

ェスト，④医薬品添付文書改訂に伴う基本情報改訂の４

項目についての入力原稿作成と入力作業は，重要なルー

システムの概要

１６システムの構成

本システムはACOS-630モデル１０（日本電気株式会

社）をホストとする金沢大学総合病院システムの一部で

ある．，

情報データファイルのメンテナンスは薬剤部で行い，

院内の全端末から利用者コードとパスワードを入力する

ことによってシステムの利用が可能である．総端末数は

145で，内訳は病棟20,外来診療科.19,医局19などであ

る．利用時間帯は，ホスト・コンピュータ運転時間との

関係で，午前８時30分から午後７時（士曜日は午後３時

まで，日曜・祝日は休止）である．

本システムの容量は，情報データファイル，名称ファ

イル及び端末利用状況ファイルの３ファイルを合わせて

約３０ＭＢである．

各端末から本システムを照会するとカウントするプロ

グラムを付加しており，これを利用して各端末のシステ

表１．「オンライン医薬品集」で入手可能な情報

情報Ａ：医薬品の基本情報 情報Ｂ：薬剤部からのお知らせ情報

①一般名（和名・英名）

②商品名（和名・英名・会社名）

③薬効

④用法・用量

⑤警告

⑥禁忌

⑦副作用（発生頻度：0.1％～）

⑧妊婦・授乳婦への投与時の注意点

⑨メモ（相互作用，適用上の注意）

①
②
③
④
⑤
 

厚生省「医薬品副作用情報」要約

新規採用薬品のお知らせ

添付文書改訂のお知らせ

皮内テストアンプル一覧

薬剤部作成の有用情報

＊Ｂ型肝炎ウイルスの消毒法

＊抗生物質の皮内テスト法

（ペニシリン・セフェム以外）

＊モルヒネ・ソリューション処方の書き方

＊抗がん剤投与による口内炎の治療法

＊ＭＲＳＡに有効な消毒剤

その他⑥ 

〔注〕副作用（発生頻度：0.1％～）は，医薬品添付文書の「使用上の注意」中に記載の副作用のう
ち，副詞「ときに」と副詞なしのもの
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Ｒ２．０２ＯＰＥＮチュウ

６４．０２．０４１３：４２：０５ 
０３４ 

＊＊＊名称ファイルメンデ，＊＊＊
ＦｒＤＬＥＫＢＤ 

Ｄ１ｖｌ２３１ＵＢ２Ｓ 

－－－＞「￣=~１

１：登録２：修正
４：アレンジ登録

I両面ｉｄ

ｐ 

匝亟ｌ

ｌ亟

巨１

回

名称コード

処理区分 ３：削除

治療コード

薬効コード

細分類

名称区分

名称（カナ）

名称（漢字）

エコリコフ。ロブ。ラノロール

殿ブロブラノロール

確認□

R3l 

図１．名称ファイル・メンテナンス画而

Ｆ１[)ＬＥＫＢＱ Ｏ１７Ｒ２．０２ＯＰＥＮチュウ

D1vl2310B12＊＊＊医薬品情報メンチ＊＊＊６４．０２．０４１３:４３：１７

情報コード［万ZIpE1--〉[ﾆーコ処理区分□’:登録２:修正３:削除４:ｱ',コヂ登録

名称コード１［-百T而而□名称マーク□名称コード２［正面

照会区分□］Ｙ:照会ＹＥＳＮ:照会ＮＯ［祠~雨｢国登録日付

医薬品情報（漢字）１画面目

行
１
２
３
４
５
６
７
８

．＊・・・・２．．．．＊・・・・３

－ル

．・・・＊・・・・１．．．

〔一船名〕塩酸プロプラノロ

【
】

一一一一

三示云〒iJf二z蒜F襄二1二liiFP；if蕊笘１F彊漂元；薑ﾎﾞﾓﾂﾞﾆｰ尭剛舸而
１．．．．＊・・・・２．．．．＊・・・・３

文字鵜集行列数通
（□［二コ［．）確認□

．・・・＊

Rjk＜央郵

図２．情報ファイル・メンテナンス画面

4．情報の照会

情報の照会は，①略称名

チン業務である．これに要する時間(２人分の合計時間）

を1988年３月から項目別に測定し，その結果を表２に示

した．メンテナンス所要時間は新規採用医薬品の数とそ

の情報量，医薬品添付文書改訂の件数や入力業務のスピ

ードに大きな影響を受けるが，ルーチン４項目の過去１０

カ月間の所要時間は１カ月平均約６時間である．

なお，上記のメンテナンス業務のうち，添付文書改訂

に伴うデータファイルの変更は添付文書改訂の通知があ

り次第行うことが望ましいが，改訂事項を徹底させるた

め厚生省が隔月に発行する｢医薬品副作用情報｣中の“使

用上の注意の改訂''をもとにして行っている．ただし，

重要な変更事項については，この限りではない．

情報の照会は，①略称名（カタカナ５文字以内を入

力)，②薬効分類コード（日本標準商品分類番号８１XYZ

のＸＹＺの部分)，③治療コード（一般名だけ検索可能）

の３種類の検索により可能である．塩酸プロプラノロー

ルを例にとり，３種の検索法を図３～６に示す．このう

ち，治療コードは,最近の新薬の多様化を考慮して当薬

剤部が独自に作成したコード体系であり，その一部を表

３に示す．このコード体系はアメリカ合衆国医師会発行

の成書“DrugEvaluation''での主な治療目的を参考に

しており，一医薬品の治療目的が複数の場合はそれに応

じた複数のコードが付けられ，多方面からのアプローチ
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３月４月５月６月７月８月９月１０月１１月１２月均

厚

表中の数字の単位は分、in。また、（）内の単位は時間ｈ「。

＊：薬剤部オリジナル情報の原稿作成時間はテーマにより大きく変わるので、ここでは人力時間のみ示す。

ＦＪＤＬＥ 

Ｍ)１００８ 

ＫＢＤ０１１Ｒ２．０２ 

８１１＊＊＊医薬品情細検索＊＊＊６４.(]Ｚ.(１４

[了5~5-1略称名検索（最大５桁）

[二二コ薬効コード検索（最大３桁）

［コー[．治療コード検索（大分類２桁一小分類２桁）

「￣￣１情報コード（５桁一一一＞医薬品情報照会）

コード薬品名
246〔jaプロビオン酸ドロモスタノロン
２４７【1６プロビオン酸エストリオール
264Z４プロビオン酸クロベタソール
２６９０筋プロピオン酸デキサメタゾン
７２１１１プロピリオドン
１２４２２塩酸ブロフエナミン
21810ﾌﾞロブコール
２１２０５塩酸ブロプラノロール
３２６０１プロヘパール錠＊４２
394[jｌプロベネシド＊４３

継続画面ＰＦ１５押下

ＯＰＥＮチコウ

１３：４，：５３ 

R＊ 

図３．略称名による検索例

が可能である．

各端末では，医薬品情報照会画面を通して最大２画面

（情報ファイル・メンテナンス２画面を１画面にまとめ

て表示）の情報を照会できる(図７)．情報量が多くて表

示画面２画面分に収まらないときは，情報画面右下の

「次の情報コード欄」を利用して情報を継続させること

も可能である．

可能な限り画面上に操作指示が表示されるように工夫

したが，本院の医師と看護婦それぞれの約１/３を対象と

した本システムの利用度と使用感に関するアンケート調

査（1988年７月実施）では，「操作方法を知らないため

に本システムを利用したことがない」と答えたものが医

師で35％，看護婦で23％存在するという結果を得た．こ

のため，具体的な操作方法に関する情報を提供し利用度

をさらに高めることを目的として，ブック型医薬品集の

最新版（1988年７月発行）から本システムの操作方法を

掲載し，同時に本システムの初期画面にもこの点を表示

するように変更（1988年10月）を加えた．

考察

本システムにおいて，データ入力とデータファイルの

メンテナンス所要時間は１カ月平均６時間と短い（表

メンテナンス項目 ３月 ４月 5月 ６月 ７月 ８月 ９月 1０月 11月 １２月 平均

新規薬品（試用薬品）基本惰綱
原稿l乍成および人力

２１０ ５０ １８０ ２００ ４７５ ２９６ ２４〔） １８０ ３５ ８５ １９５ 

薬事委員会決定事項
原稿作成および人力

１４０ ０ ９０ ８０ ０ １８０ １３０ ７９ ４０ ０ ７４ 

厚生省「医薬品副作用情#Ｆ１」
ダイジェスト原稿I乍成／人力

６(〕 ０ (〕 ６０ ０ １００ ０ ３５ ０ ４５ ３０ 

医薬品添付文曹改訂に伴う変更
原稿作成および人力

７０ ０ ０ ９０ ０ ２(〕０ ０ ２４ ０ ７５ ４６ 

Ｉ 、 計
(必須項目人力時間）

４８０ 

（8.0） 
５０ 

（0.8） 
２７０ 

（4.5） 
４３０ 

（7.2） 
４７５ 

（7.9） 
７７６ 

(12.9） 
３７０ 

（6.2） 
３１８ 

（5.3） 
７５ 

（1.3〉

２０５ 

（３.'1） 
３４５ 

（5.8） 

薬剤師のオリジナル情細
入力（→＊）

１３０ ６０ ０ ０ 0 ０ ｇｏ (） ０ ０ ２８ 

（0.5） 

合計時間 ６１０ 

(10.2） 

1１０ 

（Ｉ`8） 
２７０ 

（4.5） 
４３０ 

（7.2） 
４７５ 

（7.9） 

７７６ 

(12.9） 
４６０ 

（７`7） 

３１８ 

（5.3） 
７５ 

（1.3） 
２０５ 

（３.'1） 
３７３ 

（6.2） 
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Ｆ１【)[・ＥＫＢＱ０１１Ｒ２．０２ＯＰＥＮチュゥ
ト1，１００８８１１＊＊＊医薬品情報検索＊＊＊６４．０２・ロ４１３:３６;５８

Ｆ－１略称名検索（最大５桁）

回国薬効コード検索（最大３桁）

［コー[．治療コード検索（大分類２桁一小分類２桁）

「￣－１情報コード（５桁一一一〉医薬品情報照会）

コード薬品名
２１２０４塩酸アロチノロール
２１２０４アルマール錠＊９．１１．１２
２１２｢１５塩酸プロブラノロール
２１ＺＯＥｉインデラル錠＊９．１１．１２
２１２ﾛﾋﾞＩインデラルＬＡカプセル＊1１．１２
２１２０５インデラル注
２１２０６ピンドロール
２１２０６カルピスケン錠
２１２D６ブロクリンＬカプセル＊１１
２１２０７アジマリン

継続画面ＰＦ１５押下

R＊ 

図４薬効コードによる検索例

ＫＢＱＯ１６Ｒ２．０２ＯＰＥＮチユウ
811＊＊＊医薬品惰報検索＊＊＊６４．０２．０４１３:３７:４３

Ｆ１略称名検索（最大５桁）

ヒニコ薬効コード検索（最大３桁）

□画一亡コ治療コード検索（大分類２桁一小分類２桁）

「￣可情報コード（５桁一一一＞医薬品情報照会）

ＦＩＤＬＥ 

ＮＤ１Ｄ０８ 

薬品名
利尿剤
β遮断剤
α遮断剤
α＋／l遮断バリ
交感神経遮断剤（α、β遮断剤以外）
1,1梼拡lli剤（直接作用）
アンジオチンシン変換酢､素11【轡剤
カルシウム拮抗剤
セロトニン遮断剤
その他の高血圧治療剤

ドーコ
、
、
嘔
叫
肺
皿
ｗ
ｍ
ｗ
ｗ

画面終了

Ｒ＊ 

図５．治療コード（大分類）による検索例

Ｉ[)Ｌ［ＫＢＱ Ｏ１１Ｒ２．０２ 

１Vl[)1008811米＊＊医薬品情＃Ｍ検索＊＊＊６４．Ｕ２．０４

「￣~－１略称名検索（般大５桁）

に．薬効コード検索（最大３桁）

［二国、動治療コード検索（大分類２桁一小分類２桁）

「可情報コード（５桁一一一＞医薬品情報照会）

コード薬品名
瀦１２D２焔iWlアセプトロール
２１２[１４ 塩酸アロチノロール
２１２０ｓ塩酸プロプラノロール
２１２０６ビンドロール
２１２０８ 塩酸カルテオロール
２１２１３アテノロール
２１２１４ラ・ドロール
Ｚ１２１５マレイン酸チモロール
２１Ｚ[１５塩酸う゛ロブ・ラノロール
２１４００硫酸ペンプトロール

継続画面ＰＦｌ５１Ｉｉｌ下

ＯＰＥＮチュウ

１３：３８：２３ 
ト

R＊ 

ド（小分類）による検索例図６ 治療．
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表３ 治縦． ﾄﾞ一覧表（一部）

ＦＩＤＬＥｋＢＤＤ７３Ｒ２．，２ＯＰＥＮチュウ

ＮＤ１００８８１２＊＊＊医薬品情細照会＊＊＊０１．０６.ロ６１６:３７:０２

情報コード：２１２０５

医薬品情報
極量：１２０Hg／日

〔禁忌〕気管支喘息、気管支けいれん糖尿病性ケトアシドーツス
代謝性アシドーシス高度の徐脈（著しい洞性徐脈）房
室フロック（Ⅱ度、Ⅲ度）洞房フロック心原性ショッ
ク肺高血圧による右心不全うっ血性心不全

〔副作用〕発疹（徐：皮疹）うっ血性心不全低血圧徐脈末
梢動脈血行不全房室ブロック胸痛（徐）頭痛め
まいふらふら厩眠気不眠幻覚抑うつ涙液分
泌減少口渇悪心嘔吐食欲不振上腹部不快感
腹部けいれん便秘下痢気管支けいれん脱力感
疲労感筋肉痛可逆性脱毛頻尿（徐）

〔妊婦・授乳蝿〕１．姪眼中の投与により新生児の呼吸抑制．助物
実験で、胎仔では母体よりβ遮断効果が持暁

２．乳汁中移行が報告。
〔ﾒﾓ〕1.相互作用に注意→添付文書参照

２．臨床検査値への影響→添付文書参照

画面縛了実行押下次の情報コードｒ￣１

図７．情報照会両面例（塩酸プロプラノロールの第２画面）

２)．また，本システムは院内で使用可能な全医薬品の

基本情報をタイムラグなしに提供できるだけでなく，薬

物療法を行う上で有用な情報（表１の情報Ｂ）も提供で

きる.操作法も簡単で，稼働開始後１年以上経過してい

るがシステム自体に改良を加える必要性は生じていな

い、

しかしながら，これまでの稼働経験から次の２－つの課

題が明らかになった．第１点は「薬剤部からのお知らせ

情報」の充実で，第２点はシステム利用度の増大であ

る．利用度の増大のためには，①継続的なシステムＰＲ，

二六＝づう一笑頁 "｣、クヨー突貫

０５ 炭酸脱水酵素阻害剤

０６ 浸透圧剤

９９ その他

Ｋ２ 散匝剤 ０１ 抗コリン剤

０２ アドレナリン作動剤

９９ その他

Ｋ３ 縮瞳剤 ０１ コリン作動剤

９９ その他

ＫＺ その他 ０１ 消炎剤（含副腎皮質ステロイド剤）

０２ 抗菌剤・抗ウィルス剤

０３ 抗アレルギー剤

０４ 局所麻酔剤

9９ その他

ｴー ﾛ乎回及暑号月司斉Ｕ

Ｌ１ 鼻炎治疲剤 ０１ 

Ｌ２ 鏑咳剤 ０１ 

Ｌ３ 去擁剤 ０１ 

Ｌ４ 感冒治療剤 ０１ 

Ｌ５ 端息治療剤（気管支拡張剤） ０１ アドレナリン作動剤

０２ キサンチン誘導体

０３ 副腎皮質ステロイド剤

０４ 抗アレルギー剤

９９ その他

ＬＺ その他 ０１ 

IVI 'Ｃ､､肛令窒農ﾂﾗ三尾E§月ﾖ斉Ｕ

Ｍ１ 心不全治療剤 ０１ ジギタリス剤

０２ 強心剤（ジギタリス剤以外）

０３ 血管拡張剤

9９ その他

Ｍ２ 不整脈治療剤 ０１ 頻脈治療剤

０２ 徐脈治癩剤

Ｍ３ 狭心症治療剤 ０１ 亜硝酸剤

０２ β遮断剤

０３ カルシウム拮抗剤

9９ その他

Ｍ４ ショック治療剤 ０１ 昇圧剤

０２ 血管拡張剤

９９ その他

Ｍ５ 高血圧治綴剤 ０１ 利尿剤

０２ β麹5f剤

０３ α遮断剤

０４ α＋β遮断剤

0５ 交感神経遮断剤：α，β遮断剤以外

０６ 血管鉱張剤（直接作用）

０７ アンジオテンシン変換酵素阻害剤

ＯＢ カルシウム拮抗剤

０９ セロトニン遮断剤

９９ その他

Ｍ６ 利尿剤 ０１ サイアザイド系
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回／日
1０ 

説明会実施（６月）

アンケート実施（７月）

ＰＲ紙発行(s月)?…A1(初期画面変更△……△ 

△ 

△……△ 
も

|重電
６ 噸

鈩△･…,､△． 
□ 

４ 

.□ 

２ ･･･ロ．
０ 

ロ

２ 

１１月１月２月３月４月５月６月７月８月９月1０月１２月
１２月１１月

1987年1988年

情報Ａ：医薬品の基本情報合計：情報Ａ＋情報Ｂ

情報Ｂ：薬剤部からのお知らせ情報

図８．「オンライン医薬品集システム」利用状況

（1987年11月～1988年12月）

24時間を通して要求される．全国的にホスト・コンピュ

ータの24時間運転化が進む傾向にあるので，本院におい

ても24時間運転が実現すれば本システムの利用が増大す

ることが予想される．

②ホスト・コンピュータの24時間運転化が必要であると

考える．

本システムでは，「医薬品の基本'情報（情報Ａ)」と

「薬剤部からのお知らせ情報（情報Ｂ)」の２種類の情

報を提供している．この２種類のI情報を利用した端末数

を部署別に集計すると，職種によって利用する情報の種

類に違いがあることがわかる．つまり，看護婦と医師の

両職種が利用する病棟・外来診療科では情報Ｂの糸の利

用が５％以下なのに対し，医師の承が利用する医局の端

末では35％と多い．このことは職種によるニーズの違い

を示しており，今後は「薬剤部からのお知らせ情報」の

内容をニーズに応じて充実させて行く必要がある．

また，1987年11月から1988年12月までの１日平均の利

用回数（ただし，薬剤部と共同利用室の端末からの利用

回数は含まない）を図８に示す．この間，３月のＰＲ紙

発行や７月のアンケート調査実施時に利用回数が増加し

たが，このことはシステムのＰＲ活動が利用状況にプラ

スの影響を与えていることを示している．一般的に，新

しいシステムの普及には時間を要するので，効果的なシ

ステムのＰＲ活動を継続して行っていくことが必要であ

る．

本システムは，ホスト６コンピュータの運転時間の関

係で，現在のところ利用時間がIlIiしられている．しかしな

がら，医療は24時間を通して行われ，医薬品情報もまた

結論

今回開発したオンライン医薬品集は，院内採用の全医

薬品の基本情報に加え薬物療法に役立つと思われる薬剤

部作成の有用情報も照会できる．画面操作は簡単で，デ

ータファイルのメンテナンス所要時間は１カ月平均約６

時間と短い．また，本システムでは，情報検索の便を計

るため独自の治療コード検索を導入した．以上により，

本システムは，‘`最新の医薬品集，,を絶えず提供するシ

ステムとして有用である､

謝辞本システムの開発にあたり，ご協力をいただい

た金沢大学医学部附属病院医事課の塩屋達氏と日本電気

株式会社システム事業部の背戸清二氏に感謝します．
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